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2) Keynes [23] p. 41 (邦訳48ヘジ)，
3) ちなみに貨幣価値量はポンド， ドル， 司などで(以下円で代表させる)，雇用量は人・時間で
そして賃金単位は円/人・時間で測られるu
4) ヶイ γスやが所与とみなしたものについて詳しくは Keynes(23) p. 245(邦訳275ヘー シ〉参照。
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収益 (Q"tは期間を表す〕を割わ引いたものとして定義される。 r は当該産
業にとって所与であり Q，は z の増大につれ競争が激化するため低下すると












が S-D，であったとすれば，均衡何格・数孟はそれぞれ Pt， X1 で決定きれ
る。また投資額は P1 X1 ということになる。 ここで他の事情に変化がない時
に予想収益が好転するかあるいは利子率が下落すると (1)式より PD曲線が
右上へVフトする (D，→D，) ので，均衡価格は上昇し数量も増加する (P1Xl→
P2XZ)山。
9) i予想収益がその類型の資本資産の供給の増加するにつれて低落するJ(ケインズ (23Jp. 136， 
邦訳152ベ -~)o なおケインズほ GT 第11章 2 節で述べているよ弓に， 資互の限界牛.i!t力の逓
減による説明を拒否しているので，ハンセンはこの点でiEL<ない。ハンセン (8Jp. 119 C邦
訳152ベ ジ〉審開。本節(3)注意(ニ)も審問古よ。
10) 貨幣賃金率が一定で物的生産条件が所与であるから cs曲線不変)，以上の議論が成立する。
56 (200) 第 132巻第3. 4号
(b) mecアプローチ


















(1)式 (2)式より， ある水準における投資量で pS霊PD の関係と r量刑
との関係が対応していることも容易に読みとれる。従って皿ecが利子率と等
し〈なる点まで投資を行うことが企業家の利潤極大化行動となる。第2図では
r，に対して x，だけの投資量を. Tzには Xz の投資量ということになる。な
おここで他の事情に変化がない時に予想収益が好転したり供給価格が下落する
11) ケインズ [23)p. 135 (邦訳151-52ベージ〕。
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と，第2凶の m 曲線が右上へVフト L均衡設資量は増加するが，利子率の低




P .r)に変換する。第2図より投資量が引だと mecは m，であり，第1図
より均衡何格は P，となる。従って投資額は 1I(P1 X X1) である。同様に投資































Pf.，( X) =1♀叫王Ll(x エ析を去十
のである (Qw，)から，
(3) 
次に mecアプロ チの方は (2)式が次の上うに変更される。
?!.， Qw.cx) 























ケイソズ [23)p. 165 (邦訳184へジ〉。
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そこで第 1図，第3図に対応するものを図示すると次のようになる。このよ
うに m (lw)は単に m (1) 0"y1 を W でデフレ lしたものということで
はなく，需給アプロ チ mec アプローチにまで帰って定式化されるもので






















15) ヒ γ グス [12)第16孝参押川
16) 次項 n.)X財で測った mecJを参照せよ。













〈イ〉 より Sw曲線は不変である。(7) より利子率は下がるが， (ウ〕 より
Qw，も下落するので需要曲線がどう動くかわからない。従って PwもZ もどう
なるか不明である。
第 3凶の mecアプローチ。〔イ)， (ウ〕 より供給価格も予怨収益も低下す
ると考えられるが，Q，の低下の方がヨリ大幅であると見られるので m(めは
下ヘシフトする。この場合価格Pも下落するので m (1)すなわち m (Pxx) 
はm (めより下方V フトの程度が大雪，、。 ところが 〔ア〕 より利子率も下
落するので，その純効果は定かでない。
第 5図の mec アプローチ。まず (ア〉 から利子率は下落す呂。立た賃金




















TAT i dh守l 総 ムロ 評 価
需給
第 1図 ア〉ウ のとき p不明 x増加
pD右上νフト F右下シフト PD左下シフト
ア
pS_pD図 ア〈ウ " ， P下落 x不明
プ
ロ
第4図 ア〉ウ のとき P"上昇 x増加(Iw増加)
チL P~:右上シフト Pfレ不変 P{i，左下シフトP&-P~ 図 アくウ 1 ，PW 下落 x減企(Iw滅<9)
第3図 イ〈ウ " > 1増加 (P不明，x増加〉
f 下落 間右上シフト m左下シフト
m m-[図 T↓>m↓なら
e 




チ 第 5図 イくウ '/ ~ Iw増加(Pw上昇，x増加〉
7 下落 m右上シフト 明左下シフト
m-1w図 r↓〉刑4なら































の PS(めと Q，(めとを，何か他の特定財例とえば X財をニユメレールとし
て，それによって表示すると，この投資財の mecは次のようになる。
(5) P~(x) 三Z呉44(1十 p)'
ここで脇文字XはXの現在価格でデフレートした，すなわちX財によヮて表
わしたという意味であり， μ はその時の mecである。このX財の価格が将来
変化しなければ問題はないのだが，ここではそれが年々 a%だけ高くなると
しよう。(5)式を貨幣表示に転換すると 3
Qx'，(x) (6) Pi，(x) = 2:，下J宅等汗十三百ο+1')'(1+a)' 
ダッ V ュは貨幣表示への転換を指している。 t年後のX財価格はX財の現在価
格の (1+<>)'倍になっているので，
(1十a)'QXtニ Qx'，








このことかGX財で表わした mecが ρである時， X財の価格が年々 a%
つつ上昇すると貨幣表示の mec はその上昇分だけ押し上げられるということ
を意味している。逆に価格が年々 α%つつ卜落すると， その効果は貨幣表不
の mecを μ の分だけ押し下げることになる。このことから貨幣賃金率切り下
げが将来の更なる切り下げの期待を呼び， mecに悪影響を及ぼすということが
類推される。















18) 産業聞の比率が経済規模の変化にかかわらず一定であるとか，はじめから 財マク pモデルで
あるとすれば集計の問題は容易だが。
19) 同じことが m白と投資量の関係 (m-x図〕についてもいえる。
20) 投資量Zの動きは雇用量の動きとハラレルであるから，雇用量り動きを見る代りにZの動きに
苦目しておればよい。
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数を導出する手続きを考えてみよう O そのために第5図の m(Iゆを使用する。
まずある同 水準の rnec をもたらすりに必要な各個別産業ごとのWでデフレ
















22) 浅野栄一氏はその著 (3)92ヘ ジ0図(再掲)で集計手続きを包絡線を用いてjj'っているが，
これは私が以上亡論じたように正しくなし、。聞とし亡Aというプロジェタトは 10億円で 15%の
rnec， B は10億円で1O~ιc は10億円で 8%とすると， 浅野民の手続きでは資本般白 me，は
















(8) Iw=f(r， Piv， Q附〉
ここで Pふ Qw，はW切り下げの効果を明示するために挿入したものである。





dr /f¥ dMw.-/ハ dPfv..:..()23) dQwt¥n 
Z匠干¥υ，dW一¥v， dW~v 一司w"""V
で，ケイ yズは次のように考えていた。






66 (210) 第 132巻第3.4号
は投資関数に P~， QWtを入れることにより明瞭かっ簡単に表現可能となった。
( 3) 注意 提
〈イ〕 予想、収益とは具体的に粗利潤のことであり，粗利潤は減価償却費，利




ここで pS が取得原価であり mが期待利ì~l率であるから m ps は利子プヲス
純利潤ということになる。従って予想収益はそれらを含むものであるととが判
明する。
(ロ uc を本節の議論では一貫Lて捨象してきた。もし ucを導入すると














































26) ケインズ (23Jp. 213 (邦訳239ベー ジ〕。傍点は原著者。
27) 引用はケインズ (23Jp. 212 (邦訳238ペー ジ〕。傍点は原著者。
28) ケインズ (23Jp. 213 (邦訳239~叫へ←ジ〉。傍点は原著者。


























29) マー ソャル (33J第5編第4章参照。





























32) ケインズ [23)p. 66 (邦訳76へージ〕。
33) 引用はいずれもケインズ (23)p. 70 (邦訳81-82ヘ ジL
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